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講演題目 

静岡県の特産品「自然薯」の有効成分ジオスゲニン高生産 

研究の目的、成果及び今後の展望 

自然薯（Dioscorea japonica）有効成分ジオスゲニンは、抗炎症作用、抗がん作用、抗糖尿病作用、抗高脂

血症作用、抗認知機能低下作用、抗フレイル作用など、高齢者の QOL 改善を含めた様々な薬理作用がヒト・

動物試験で報告されているステロイドサポゲニンであるが、自然薯のジオスゲニン含量は 0.001～0.01%以下

と低含有である。最近、Weng らの報告より、cholesterol を基質として 2 段階の反応でジオスゲニンを生成する

CYP 系の酵素（PpCYP90G4、PpCYP94D108 など）がツクバネソウ属（Paris）の一種である P. polyphylla で同

定された。P. polyphylla は、乾燥重量当たりのジオスゲニン含量が 1%以上の超高含有素材である。我々は、

静岡県産自然薯原種 60 号のゲノム解析より、PpCYP90G4 のアミノ酸配列に高い相同性を示す自然薯ホモロ

グ DjCYP90 を同定した（Onoda K, et al., J. Agric. Food. Chem., 2023）。さらに、DjCYP90 と PpCYP90G4 の配

列比較より、基質結合部位で重要な 9 つのアミノ酸残基のうち 1 つにアミノ酸置換（A116E）が認められた。本

年度は、アミノ酸置換（A116E）によるDjCYP90酵素活性変化を確認することを目的に、基質コレステロールを

生合成する酵母（RH6829）を用いたジオスゲニン生合成評価系の構築を行った。RH6829 に PpCYP90G4 お

よび PpCYP94D108 を含む発現ベクターpJKW1813 および pJKW1847 で形質転換し、選択培地

（SC/Leu,Ura）でコロニー（RH6829/pJKW1813_pJKW1847）を取得した。H6829/pJKW1813_pJKW1847 を培

養後、ガラクトースにて遺伝子発現を誘導し 5 日間後の RH6829/pJKW1813_pJKW1847 を回収した。回収し

た RH6829/pJKW1813_pJKW1847 より脂質画分を抽出し LC-MS にて基質のコレステロールおよび産物のジ

オスゲニンが検出可能であることを確認した。今後 DjCYP90_WT、DjCYP90_E116A、DjCYP94 の形質転換

によるジオスゲニン産生を定量し、ジオスゲニン高生産の可能性を検討する。 

 
 


